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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 3月 18日 (2004.3.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 半 導 体 装 置 、 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 、 半 導 体 装 置 の 実 装 構 造 、 液 晶 装 置 、
及 び 電 子 機 器
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
導 電 粒 子 を 含 む 異 方 性 導 電 膜 を 介 し て の 圧 着 に よ り 基 板 側 の 電 極 端 子 に 電 気 的 接 続 さ れ る
フ ェ イ ス ダ ウ ン ボ ン デ ィ ン グ 用 の 複 数 の バ ン プ 電 極 を 備 え る 半 導 体 装 置 に お い て 、
前 記 バ ン プ 電 極 は 、 前 記 基 板 の 電 極 端 子 に 対 向 す る 当 該 バ ン プ 電 極 の 表 面 側 に 比 較 し て 根
元 部 分 の 方 が 細 く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 規 定 す る 半 導 体 装 置 を 前 記 異 方 性 導 電 膜 を 用 い て 前 記 基 板 に 圧 着 し た こ と を 特
徴 と す る 半 導 体 装 置 の 実 装 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 規 定 す る 半 導 体 装 置 の 実 装 構 造 を 用 い た 液 晶 装 置 で あ っ て 、 基 板 間 に 液 晶 が 封
入 さ れ た 液 晶 パ ネ ル を 構 成 す る 基 板 、 お よ び 該 液 晶 パ ネ ル に 電 気 的 接 続 さ れ た 配 線 基 板 の
う ち の 少 な く と も 一 方 の 基 板 に 前 記 半 導 体 装 置 が 実 装 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 装
置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 規 定 す る 液 晶 装 置 を 搭 載 し た こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。 【 請 求 項 ５ 】 半 導 体
基 板 に 電 極 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 半 導 体 基 板 上 に 感 光 性 樹 脂 を 塗 布 す る 工 程 と 、
マ ス ク を 用 い て 前 記 感 光 性 樹 脂 を 露 光 す る 工 程 と 、
露 光 さ れ た 前 記 感 光 性 樹 脂 を 現 像 す る 工 程 と 、
現 像 に よ っ て 開 孔 さ れ た 部 分 に め っ き を 施 す 工 程 と 、



前 記 感 光 性 樹 脂 を 除 去 す る 工 程 と 、
を 有 す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
前 記 感 光 性 樹 脂 を 露 光 す る 工 程 で 、 照 射 さ れ た 光 が 前 記 感 光 性 樹 脂 内 で 横 方 向 に 拡 散 す る
よ う に 前 記 光 を 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に 係 る 半 導 体 装 置 の 実 装 構 造 は 各 種 の 半 導 体 装 置 に 適 用 で き る が 、 液 晶 装 置 に お い
て 、 基 板 間 に 液 晶 が 封 入 さ れ た 液 晶 パ ネ ル を 構 成 す る 基 板 、 お よ び 該 液 晶 パ ネ ル に 回 路 接
続 さ れ た 配 線 基 板 の う ち の い ず れ か の 基 板 に 本 発 明 に 係 る 半 導 体 装 置 を 実 装 す る と 、 効 果
的 で あ る 。 す な わ ち 、 こ の よ う な 液 晶 装 置 を 、 た と え ば 携 帯 電 話 な ど の 電 子 機 器 の 表 示 装
置 と し て 用 い た 際 に 、 液 晶 装 置 に お い て 表 示 品 位 を 向 上 す る に は 、 画 素 数 を 増 や す 必 要 が
あ り 、 そ の 結 果 、 液 晶 パ ネ ル に 構 成 さ れ る 電 極 数 が 増 大 し 、 電 極 端 子 が 高 密 度 に 配 置 さ れ
る こ と に な る 。 し か る に 、 本 発 明 に 係 る 半 導 体 装 置 の 実 装 構 造 を 用 い れ ば 、 電 極 端 子 お よ
び バ ン プ 電 極 が 高 密 度 に 配 置 さ れ て も 、 バ ン プ 電 極 同 士 が 導 電 粒 子 に よ っ て 短 絡 す る こ と
が な く 、 か つ 、 バ ン プ 電 極 と 電 極 端 子 と の 間 に 多 数 の 導 電 粒 子 を 確 保 し て バ ン プ 電 極 と 電
極 端 子 と を 良 好 に 電 気 的 接 続 す る こ と が で き る 。
ま た 、 本 発 明 に 係 る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 半 導 体 基 板 に 電 極 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記
半 導 体 基 板 上 に 感 光 性 樹 脂 を 塗 布 す る 工 程 と 、 マ ス ク を 用 い て 前 記 感 光 性 樹 脂 を 露 光 す る
工 程 と 、 露 光 さ れ た 前 記 感 光 性 樹 脂 を 現 像 す る 工 程 と 、 現 像 に よ っ て 開 孔 さ れ た 部 分 に め
っ き を 施 す 工 程 と 、 前 記 感 光 性 樹 脂 を 除 去 す る 工 程 と 、 を 有 す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 で
あ っ て 、 前 記 感 光 性 樹 脂 を 露 光 す る 工 程 で 、 照 射 さ れ た 光 が 前 記 感 光 性 樹 脂 内 で 横 方 向 に
拡 散 す る よ う に 前 記 光 を 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 。
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